
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度 

 
昭
和
文
学
会 

春
季
大
会 

 

会
場 

國
學
院
大
學 

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
号
館
一
一
〇
五
／
一
一
〇
一
・
一
一
〇
三
教
室 

 
 

 
 

〒
一
五
〇
―
八
四
四
〇 

東
京
都
渋
谷
区
東
四
―
一
〇
―
二
八 

日
時 

六
月
一
五
日
（
土
） 

一
三
時
よ
り
一
七
時
半
（
予
定
） 

 

昭
和
文
学
会
・
中
国
日
本
文
学
研
究
会 

姉
妹
学
会
締
結
記
念 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
理
学
的
想
像
力
と
物
語
の
生
成
・
消
費 

  

【
開
会
の
辞
】（
一
三
時
よ
り
）
一
号
館
一
一
〇
五
教
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 

 
 
 
 

國
學
院
大
學
文
学
部
長 

石
川 

則
夫 

 

【
基
調
講
演
】（
一
三
時
一
〇
分
よ
り
）
一
号
一
一
〇
五
教
室 

  

横
光
利
一
の
地
政
学 

―
―
小
説
『
上
海
』
と
そ
の
周
辺 

 
 

 
 

復
旦
大
学
教
授 

 

李 
 

征 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
研
究
発
表
】（
一
四
時
よ
り
） 

〈
第
一
会
場
〉
一
号
館
一
一
〇
一
教
室 

グ
ラ
フ
雑
誌
『
北
支
』
と
「
興
亜
」
物
語 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
京
師
範
大
学
教
授 

王 
 

志
松 

「
武
蔵
野
夫
人
」
空
間
と
場
所
そ
し
て
移
動
す
る
境
界 

 
 
 
 
 
 

立
教
大
学
特
任
教
授 

川
崎 

賢
子 

文
学
が
生
み
出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

―
―
司
馬
遼
太
郎
作
品
の
事
例 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
教
授 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ー
ト
ン 

「
救
い
」
は
あ
る
の
か 

―
―
『
豚
の
報
い
』
と
『
虹
の
鳥
』
を
中
心
に 

 
 
 

 
 
 
  

 
 
 

明
知
大
学
助
教
授 

郭 
 

炯
徳 

 



  

〈
第
二
会
場
〉
一
号
館
一
一
〇
三
教
室 

ス
カ
イ
ス
ク
レ
ー
パ
ー
の
詩
学 

―
―
稲
垣
足
穂
と
北
園
克
衛
の
都
市
表
象 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

龍
谷
大
学
講
師 

 

高
木 

彬 

現
代
短
歌
に
見
る
長
江
、
黄
河
そ
し
て
沿
岸
の
都
市 

 
 
 

 

上
海
財
経
大
学
准
教
授 

 
 

朱 

衛
紅 

地
理
学
的
想
像
力
と
表
象
の
新
宿 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

武
蔵
野
大
学
教
授 

 

土
屋 

忍 

越
境
の
童
話 

―
―
木
下
杢
太
郎
「
崑
崙
山
」
試
論 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

上
海
外
国
語
大
学
教
授 

高 
 

潔 

 

【
閉
会
の
辞
】（
一
七
時
よ
り
）
一
号
館
一
一
〇
一
教
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 

 
 

 
  

 
 
 

代
表
幹
事 

 

和
田 

博
文 

 

※
各
発
表
の
要
旨
は
昭
和
文
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://sw

b
g
.o

rg
/w

p
/

）
に
掲
載
し
、
当
日
来
場
の
皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
す
。 

※
終
了
後
、
総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

※
懇
親
会
は
、
三
号
館
一
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
和
」
に
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

予
約
は
不
要
、
当
日
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

  

【
企
画
趣
旨
】 

 

前
田
愛
『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』（
一
九
八
二
年
）
の
刊
行
か
ら
三
五
年
以
上
が
経
過
し
た
今
日
、
文
学
テ
ク
ス
ト
の
中
に

地
理
的
諸
条
件
が
い
か
に
表
象
さ
れ
、
物
語
に
お
け
る
登
場
人
物
の
動
き
が
い
か
に
地
理
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
描

か
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
文
学
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
都

市
表
象
を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
同
時
代
の
国
際
的
な
地
政
学
が
織
り
込
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
統
治
権
力
シ
ス

テ
ム
の
各
階
層
で
生
起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
検
討
す
る
作
業
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
本
特
集
は
、
文
学
研
究
に
お
い
て
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
都
市
表
象
に
関
す
る
考
察
の
蓄
積
を
踏
ま
え
つ
つ
、
近
年
、
隣
接
諸
領
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
都
市
を
め

ぐ
る
議
論
と
文
学
研
究
と
の
再
接
合
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

東
ア
ジ
ア
の
都
市
空
間
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
そ
の
後
の
冷
戦
・
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
世
界
情
勢
の
変
遷
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
記
憶
が
上
書
き
さ
れ
、
大
き
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
。
既
に
八
〇
年
代
都
市
論
が
想
定
し
た
国
民
国
家
を
基
盤
と
す
る
「
首

都
／
地
方
都
市
」
の
関
係
か
ら
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
都
市
群
」
と
い
う
新
自
由
主
義
的

枠
組
み
に
世
界
の
都
市
空
間
は
再
編
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
容
の
過
程
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
空
間
が
物
語
の
中
で

立
ち
現
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
は
、
何
が
記
憶
と
し
て
価
値
を
持
ち
、
何
が
無
価
値
な
も
の
と
し
て
忘
却
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
東
ア
ジ
ア
の
各
地
域
を
対
象
と
し
た
文
学
研
究
者
が
集
う
場
に
お
い
て
、
都
市
表
象
と
文
学
を
め
ぐ
る
諸
問

題
を
包
括
的
に
討
議
し
た
い
。 

 
 



 

 

【
講
演
紹
介
】 

李 

征
（
り
・
せ
い
） 

復
旦
大
学
外
文
学
院
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
、
比
較
文
学
。
著
書
に
『
表
象
と
し
て
の
上
海
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
一

年
）
、『
都
市
空
間
の
叙
述
形
態
：
日
本
近
代
小
説
文
体
研
究
』（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
主
要
な
論
文
と
し
て
「
身
体

性
の
表
現
と
小
説
の
政
治
学——

―
横
光
利
一
『
上
海
』
に
お
け
る
外
国
人
表
象
」（『
文
学
研
究
論
集
』1

4

、
一
九
九
七
年
三
月
）、

「
一
九
三
二
年
の
上
海 

: 

戦
争
・
メ
デ
ィ
ア
・
文
学
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』1

6
7

、
二
〇
一
三
年
八
月
）
な
ど
。 

 

【
講
演
要
旨
】 

「
私
は
巴
里
へ
来
て
か
ら
一
層
上
海
の
面
白
さ
が
分
っ
て
来
た
よ
う
な
気
が
す
る
。」
と
横
光
利
一
は
後
年
、『
欧
州
紀
行
』
で
こ

う
語
る
。
似
た
よ
う
な
表
現
は
他
の
エ
ッ
セ
イ
に
も
た
び
た
び
出
て
来
る
。
谷
崎
潤
一
郎
や
芥
川
龍
之
介
の
後
を
追
っ
て
上
海
を
歩

き
回
っ
た
横
光
の
目
に
は
、
租
界
都
市
上
海
が
単
な
る
道
路
・
川
・
建
築
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
言
語
・
民
族
・
貨
幣
な

ど
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
、
魅
了
的
な
空
間
と
し
て
映
っ
た
。
上
海
の
地
政
学
は
の
ち
に
欧
州
旅
行
の
地
政
学
に
も
つ
な
が
る
。
上

海
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
モ
ス
ク
ワ
…
…
世
界
の
地
理
空
間
の
切
り
替
え
に
し
た
が
っ
て
、「
わ
れ

想
う
故
に
わ
れ
在
り
」
は
二
十
一
世
紀
の
今
現
在
に
あ
ら
た
め
て
「
わ
れ
在
る
故
に
わ
れ
想
う
」
と
し
て
響
い
て
く
る
。 

 



國
學
院
大
學 

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

 

バ 

ス 
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
東
口
（
五
四
番
の
り
ば
）
よ
り
都
営
バ
ス
（
学
〇
三
）
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
行
「
国
学
院
大
学
前
」
下
車 

徒 

歩 

Ｊ
Ｒ
ほ
か
各
線 

渋
谷
駅
よ
り
徒
歩
一
三
分 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
学
周
辺
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
構
内
図 

※
発
表
会
場
は
一
号
館
で
す
。 


